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Agenda

• チューニングとは
• AWRの収集間隔、保存期間変更
• SQLチューニングアドバイザ
• 自動SQLチューニング
• SQLアクセスアドバイザ
• メモリアドバイザ
• セグメントアドバイザ

・SQL Serverからの移行アセスメント
・MySQLからの移行相談

・PostgreSQLからの移行相談
・Accessからの移行アセスメント

・Oracle Database バージョンアップ支援
・Oracle Developer/2000 Webアップグレード相談

・パフォーマンス・クリニック
・Oracle Database 構成相談
・Oracle Database 高可用性診断
・システム連携アセスメント
・システムセキュリティ診断

・簡易業務診断
・メインフレーム資産活用

無償技術サービスOracle Direct Concierge

http://www.oracle.com/lang/jp/direct/services.html
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チューニング
限られたリソースを出来るだけ有効に活用し、HWの性能を
限界まで引き出すためのアプローチ

調査(システム稼動情報の収集)

チューニングとは

チューニングの流れ

解析(ボトルネックの把握)適用(ボトルネック解消の手段選択)

確認(効果確認)
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チューニングの流れ

業務・運用要件

モニタリング＋ボトルネック特定

適切なチューニングの実施

チューニング完了！！

パフォーマンス・ゴールを設定！！

効果をチェック

要件を充たした！

まだ遅い！

ゴールに向け
チューニングスタート！

ポイント：

・要件整理から始める
・要件を充たしたら終了
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チューニングの大部分が自動化されています

自動ワークロードレポジトリ(AWR)
データベースの状態やワークロードをスナップショットとして定期的に収集

自動データベース診断モニター(ADDM)
AWRにより収集されたデータをもとに、ボトルネックを解決策と共に提示

Diag Pack

MMO
NSGA

バックグラウンドプロセス

ADDM

AWR

DBA

手動起動

起動

稼動状況を保存

結果参照

結果作成

診断

診断結果/アドバイス

各種アドバイザ

Tuning Pack

EE
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自動ワークロードリポジトリ (AWR)

自動ワークロードリポジトリ

パフォーマンス情報を格納する場所として用意された領域

スナップショットが格納

→MMONプロセスによって、SGA内のパフォーマンス統計情報がスナップショットとし
てAWRに格納されます。デフォルトで、60分毎に取得され、8日間格納されます。

SYSAUX表領域に格納　

→SYSスキーマのオブジェクトとしてSYSAUX表領域に格納されます

EE

Diag Pack

Tuning Pack

MMO
N

メモリー内
統計

稼動状況を保存

AWRSGA
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自動データベース診断モニター(ADDM)

自動データベース診断モニター (ADDM)

AWRにより収集されたデータを定期的に分析し、パフォーマンスに関する問題を
解決策と共に提示する自動診断エンジン

ディスク構成に関するアドバイスHost Configuration

ロック、バインド変数利用の推奨、
待ちに対する調査要求など

Application Analysis

Segment Advisorを実施すべき
オブジェクトの表示など

Segment Tuning

メモリに関するアドバイスDB Configuration

SQLチューニング・アドバイザの起動SQL Tuning

パフォーマンス結果の詳細推奨

Diag Pack

Tuning Pack

EE
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パフォーマンス・アドバイザ

UNDO表領域サイズのアドバイスUNDO・アドバイザ

セグメントの断片化レベルを測定し、
縮小すべきオブジェクトがあるかアド
バイス

セグメント・アドバイザ

メモリーサイズのアドバイスメモリー・アドバイザ

SQLの実行をスキーマのチューニン
グを行います。e.g. 索引の作成

SQLアクセス・アドバイザ

SQL文自体を分析し、パフォーマン
スを向上させる推奨項目を作成しま
す。e.g. SQLプロファイル

SQLチューニング・アドバイザ

説明アドバイザ
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Oracle Enterprise Manager だと簡単!
負荷状況の確認
高負荷の時間帯を指定

上位SQL
該当時間での高負荷SQLの検出

SQLと実行計画
SQL文と実行計画（実行手順、
アクセスパス）が表示

アドバイザの起動
ボタンをクリックして起動

EE
• GUIで簡単モニタリング！

Diag Pack
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Agenda

• チューニングとは
• AWRの収集間隔、保存期間変更
• SQLチューニングアドバイザ
• 自動SQLチューニング
• SQLアクセスアドバイザ
• メモリアドバイザ
• セグメントアドバイザ
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AWR設定ページを開きます

クリック

クリック
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AWR設定項目を確認し、編集します

クリック
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AWRの収集間隔、保存期間の変更します

デフォルトではスナップショットを
1時間間隔で取得し、8日間保存

スタッツパック取得間隔を
30分に設定

統計収集レベル
BASIC：AWR統計及びメトリックの計算が無効
TYPICAL：データベースの自動管理に必要な主要統計が収集
ALL：可能な限りすべての統計が取得

推奨
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AWRの収集間隔、保存期間の変更します
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Agenda

• チューニングとは
• AWRの収集間隔、保存期間変更
• SQLチューニングアドバイザ
• 自動SQLチューニング
• SQLアクセスアドバイザ
• メモリアドバイザ
• セグメントアドバイザ
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実習の事前準備

以下URLよりスクリプトをダウンロード
http://otndnld.oracle.co.jp/easy/oracle11gr1/windows/scripts/scripts.zip

　データベース作成直後でもチューニングの実習を行えるよう、
簡単なSQLスクリプトを提供しています。

以下のスクリプトをSYSTEMユーザーにて実行します

・sta_start.sql ・・・デモの準備を行うスクリプト

・sta_tunesql.sql ・・・十数分間、チューニング対象となるSQL分が流れ続けます

※SQLチューニングアドバイザではSHスキーマにあるサンプルを利用します。
データベース作成時にサンプル・スキーマにチェックを入れて作成するか、
手動でインストールする必要があります。
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クリック

「SQLスクリプト」を選択し、「実行」をクリック

実習の事前準備
ジョブ・アクティビティのページを開く
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①ジョブの名前を入力

②クリック

③チェック

実習の事前準備
ジョブの名前を決める
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ジョブとして実行するSQLスクリプトを
入力します
　　@SQLスクリプトのフルパス

実習の事前準備
SQLスクリプトを入力する
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OSユーザー名と
パスワードを入力

ユーザー名：SYSTEM
パスワード：SYSTEMユーザー
のパスワード

実習の事前準備
資格証明を入力する
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ジョブを発行する
タイミングを選択

実習の事前準備
スケジュールを設定する



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 22

クリック

実習の事前準備
発行したジョブのステータスを確認する
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ジョブの実行結果を確認します
実習の事前準備
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sta_tunesql.sqlスクリプトを実行する

クリック

実習の事前準備
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以下の様に入力します
一般タブ
　　→ジョブの名前(e.g. sta_tunesql.sql)
実行SQLスクリプト
　　→@sql_tunesql.sqlのフルパス
資格証明
　　→ホスト資格証明、データベース資格証明
スケジュール
　　→即時

実習の事前準備
sta_tunesql.sqlスクリプトを実行する
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実習の事前準備
sta_tunesql.sqlスクリプトを実行する

事前準備完了!
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EE

SQLチューニング・アドバイザ
トップ・アクティビティやADDM で検出したSQL に対して、
「SQL チューニング・アドバイザ」を実行

Diag Pack

Tuning Pack

SQLチューニング・アドバイザ
特定のSQLを分析し、具体的な推奨事項(e.g. SQL文の再構築やSQLプロファイル
の作成)を提示

索引の作成

SQL文の
再構成

SQLプロファイル
の作成

失効・欠落している　
統計の収集

高負荷の
SQL文

SQLチューニング
・アドバイザ

負荷を軽減する
最適な対処方法をアドバイス



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 28

データベースサーバーの現在の処理負荷を確認します



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 29

平均アクティブ・セッションに注目します

クリック

sta_tunesql.sqlの実行開始から数分すると、負荷状況がグラフに表れてきます　
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トップアクティビティの画面が表示されます

四角で選択された期間内で負荷
の高いSQL文が画面左下に表示
されます

クリック

過去に遡っての
分析も可能
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負荷の高いSQLの詳細を確認します

選択されたSQL文の詳細なアク
ティビティ統計を確認できます

SQLチューニング・アドバイザの
スケジュールをクリック



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 32

負荷の高いSQLの詳細を確認します

SQLチューニング・アドバイザの
スケジュールをクリック
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SQLチューニング・アドバイザのスケジュール

スケジュールが即時になって
いることを確認します

クリック
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SQL IDの推奨が表示されます

今回は、SQLプロファイルの実装が
表示されています クリック



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 35

既存の実行計画と新しい実行計画を比較します

アクセス方法が、フルスキャンか
らインデックススキャンに変わり、
コストが低くなることがわかります
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新しいSQLプロファイルを実装します

クリック

実装をクリックすることで新しい
SQLプロファイルが実装されま
す。
効果を確かめるために、もう一度
sta_tunesql.sqlを実行します
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共有プールをフラッシュします

ホーム画面下段の「SQL
ワークシート」をクリック

SQLコマンドに
ALTER SYSTEM FLUSH SHARED_POOL
と入力し、実行をクリック
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sta_tunesql.sqlを再実行し、パフォーマンスを
確認します

sta_tunesql.sqlを実行している
期間に、四角を合わせます

クリック
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SQLの詳細ページで統計情報を確認します

SQLプロファイルが使われ
ていますことがわかります
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1実行あたりの経過時間の比較

プロファイル作成前 プロファイル作成後

1実行あたりの経過時間が短縮されているのが確認できます
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Agenda

• チューニングとは
• AWRの収集間隔、保存期間変更
• SQLチューニングアドバイザ
• 自動SQLチューニング
• SQLアクセスアドバイザ
• メモリアドバイザ
• セグメントアドバイザ
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自動SQL チューニング
• 自律的にSQL チューニング・アドバイザを実行
• 3倍以上のパフォーマンス向上が見込める場合のみ、
チューニング（SQL プロファイルの作成）を自動実行
• デフォルトでは、SQL プロファイルの
自動作成は無効

自動タスク

SQL チューニング・アドバイザ

高負荷SQL

①アプリケーションがSQLを実行

②自動タスクがSQLアドバイザを
　　定期起動

③高負荷のSQLをチューニングし、
SQLプロファイルを自動作成

④ SQLプロファイルにより
　　 新しい実行計画で実行

　→ パフォーマンスが向上

SQLプロファイル

DBA

必要に応じてチューニング
結果レポートを参照

EE

Diag Pack

Tuning Pack
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自動メンテナンス・タスクを開きます

クリック

クリック
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自動メンテナンス・タスクを構成します

クリック
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自動SQLチューニングを設定します

SQLプロファイル自動実
装では3倍以上の効果が
見込める場合に自動実装
されます

クリック
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自動SQLチューニングの結果を確認します

クリック

クリック
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自動SQLチューニング結果を確認します

クリック
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SQLプロファイル列のチェックは、
既に自動的にSQLプロファイル
が実装されたことを表しています

クリック

自動SQLチューニング結果を確認します
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自動SQLチューニング結果を確認します

選択した推奨項目を実装する
ことが出来ます
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Agenda

• チューニングとは
• AWRの収集間隔、保存期間変更
• SQLチューニングアドバイザ
• 自動SQLチューニング
• SQLアクセスアドバイザ
• メモリアドバイザ
• セグメントアドバイザ
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SQLアクセス・アドバイザ

SQLアクセス・アドバイザは、SQLのワークロード全体を評価し、SQLワークロード
の総合的なパフォーマンスを向上させるための推奨をします

e.g. 索引、パーティショニング及びマテリアライズド・ビューの作成アドバイス

EE

Diag Pack

Tuning Pack

マテリアライズド
ビュー

パーティション
(11g～)

索引

カーソル・

キャッシュAWR

ユーザ

定義

SQLアクセス
・アドバイザ

パフォーマンスを向上する
オブジェクトの作成をアドバイス
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SQLアドバイザを開きます

クリック

クリック

事前準備

saa.sqlスクリプトをSYSTEMユーザーにて実行します

-saa.sql： 分析対象のSQL文を共有プールにキャッシュ
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SQLアクセス・アドバイザを開きます

クリック

クリック
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分析対象とするワークロードを選択します

フィルタオプションのユーザ
ー欄にSHと入力

クリック



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 55

推奨オプションを設定します

クリック
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SQLアクセス・アドバイザを発行します

クリック

クリック
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SQLアクセス・アドバイザの結果を確認します

クリック
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全体的な結果の確認が出来ます

クリック
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複数の推奨内容が提示されています

コスト改善効果の順に推奨内容
が提示されています

クリック
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推奨内容を確認します

マテリアライズド・ビューの
作成が推奨されています

テキストエリア部分は変更可
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スケジュールを実装します

クリック
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スケジュールを設定します

クリック



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 63

作成されたマテリアライズド・ビューを確認します

クリック

クリック
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作成されたマテリアライズド・ビューを確認します

SHスキーまでマテリアラ
イズド・ビューを検索

実際にマテリアライズド・ビューが
作成されていることがわかります
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Agenda

• チューニングとは
• AWRの収集間隔、保存期間変更
• SQLチューニングアドバイザ
• 自動SQLチューニング
• SQLアクセスアドバイザ
• メモリアドバイザ
• セグメントアドバイザ
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自動メモリー管理

OS Memory

SGA

PGA

OS Memory

SGA

PGA

OS Memory

SGA

PGA

自動チューニング ALTER SYSTEM SET MEMORY_TARGET=...

MEMORY_TARGET

MEMORY_MAX_TARGET

OSメモリー

自動メモリー管理

インスタンスに割り当てられたメモリー内で、SGAとPGAの間で必要に
応じて動的に再割り当てを行えます
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自動メモリー管理の進化

PGA
pga_aggregate_target

バッファキャッシュ

db_cache_size

共有プール

shared_pool_size

REDOログバッファ
log_buffer_size

Javaプール
java_pool_size
ラージプール

large_pool_size

PGA
pga_aggregate_target

SGA
sga_target

REDOログバッファ
log_buffer_size

バッファキャッシュ

db_block_buffers

共有プール

shared_pool_size

REDOログバッファ
log_buffer_size

Javaプール
java_pool_size
ラージプール

large_pool_size

sort_area_size

create_bitmap_area_size

hash_area_size
bitmap_merge_area_size

SGA
memory_target

PGA

REDOログバッファ
log_buffer_size

67Copyright© 2008 Oracle. All rights reserved.
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自動メモリー管理（11g）
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Agenda

• チューニングとは
• AWRの収集間隔、保存期間変更
• SQLチューニングアドバイザ
• 自動SQLチューニング
• SQLアクセスアドバイザ
• メモリアドバイザ
• セグメントアドバイザ
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セグメント・アドバイザ（10g~）

※セグメントの縮小とは…

セグメント・アドバイザは、更新及び削除操作の繰り返しによって断片化された領域を
縮小することで領域開放できるセグメントを表示

事前準備として、setup_seg.sqlをSYSTEMユーザーで実行します

-setup_seg.sql： HRスキーマに断片化した表「EMPLOYEE1」を作成
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手動でセグメント・アドバイザを実行します

②クリック

①クリック

③HRスキーマが所有
する表を検索

④EMPLOYEE1を選択し、
編集をクリック
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EMPLOYEES1表のセグメント状態を確認します

クリック

使用されている領域及び割り当
てられた領域のサイズを記憶
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USERS表領域に対してセグメント・アドバイザを
実行します

①クリック

②クリック USERS表領域を選択肢、「セグメント・
アドバイザの実行」をクリック
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セグメント・アドバイザ：表領域、スケジュール

選択

選択

選択
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セグメント・アドバイザ：確認

選択



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 76

ホーム画面からセグメントアドバイザ推奨が
あるか確認します

クリック

クリック

「ホーム」画面、領域サマリー
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クリック

表領域の推奨事項の詳細：USERSが表示されます
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クリック

セグメント縮小：オプション
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セグメント縮小実行：スケジュール設定・発行

クリック
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セグメント縮小：結果確認

圧縮前

圧縮後
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まとめ

• Enterprise Managerを用いてチューニングを行えます
• 10gよりAWR及びADDMによってチューニングにかかる労力を大
幅に軽減されています

MMO
NSGA

バックグラウンドプロセス

ADDM

AWR

DBA

手動起動

起動

稼動状況を保存

結果参照

結果作成

診断

診断結果/アドバイス

各種アドバイザ
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【タイトル】年末カレンダー応募
【必要情報】
１、ご登録の氏名
２、ご登録の貴社名、所属部署名
３、受講された2009年11月・12月開催のセミナタイトル
４、現在ご検討中のシステムについてなど、Oracle Directに相談されたい
　　ことなどございましたら記載ください。

年末ダイセミ受講感謝キャンペーン

　　　　Oracle Direct Seminarを御愛護頂き、誠にありがとうございます。感謝の気持ち
を込めまして、合計100名様にWendy2010年版カレンダーをプレゼントいたします。11
月・12月に開催のダイセミを2つ以上受講頂いた方が対象です。是非皆様奮ってご応募
下さい!!

応募方法応募方法 ORD_SEMINAR_JP@ORACLE.COM

必要情報を明記のうえ、メールで
ご応募ください。当選者の発表は
発送をもってかえさせて頂きます。

プレゼントの送付先は、セミナ登録時にご登録されている貴社住所宛てに送付させて頂きます。
お客様の登録情報に、a.貴社名、b.部署名、c.役職名、d.住所が正しく登録されていることをご確認ください。
a,b,c,dの情報が正しく登録されていない場合はご応募が無効となりますのでご注意下さい。
お客様情報の変更はこちらから実施頂けます。

http://www.oracle.com/technology/global/jp/membership/index.html
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OTNOTN掲示版×ダイセミ　でスキルアップ掲示版×ダイセミ　でスキルアップ!!!!

※OTN掲示版は、基本的にOracleユーザー有志からの回答となるため100%回答があるとは限りません。　 　 ただ、
過去の履歴を見ると、質問の大多数に関してなんらかの回答が書き込まれております。

このようなお客様に、
Oracle Technology Network(OTN)の
掲示版の活用をお薦めします。

・セミナー中に解消できなかった疑問点を解消したい！
・セミナー終了後に疑問点が出てきた！
・一般的なその解決方法などを知りたい！

セミナーに関連する質問については、OTN掲示版の
「データベース一般」へ

http://otn.oracle.co.jp/forum/index.jspa?categoryID=2
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Oracle University Live Virtual ClassOracle University Live Virtual Class
無料ミニセッション参加で
Oracle University LVCコースが15% OFF！

インターネットを通じてライブで研修に参加できるOracle University Live Virtual Class (Oracle 
University LVC)のスキルアップ応援キャンペーンです。

その①
1時間のOracle University LVC無料ミニセッション開催！
オラクルユニバーシティの人気講師が、定番＆最新の研修コースから気になるトピッ
クをピックアップしてお届けします。

その②
参加者全員に、期間限定でOracle University LVCコース15%OFFをプレゼント！

無料ミニセッションお申し込み

スキルアップスキルアップ
応援キャンペーン応援キャンペーン

データベース
ミドルウェア

ビジネス・
アプリケーション

Oracle E-Business Suiteの新機能から、Siebel、PeopleSoft、
JD Edwords、Agileの入門コースまで、気になるトピックが勢揃い！

『パフォーマンスチューニング』『Data Warehouse』などに
ピンと来た方、必見です！

http://education.oracle.co.jp/lvc_session_0911/

http://education.oracle.co.jp/lvc_session_0912/

無料セッション
＆割引詳細

無料セッション
＆割引詳細

（開催日：11/2、11/12、11/13）

（開催日：11/20、11/27、12/3、12/4）
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運用

構築 設計

IT 企画

経営企画

業務改善計画の作成支援
• 業務診断サービス
• BIアセスメントサービス

システム企画の作成支援
•業務診断サービス
•BIアセスメントサービス

RFP／提案書の作成支援
•BIアセスメントサービス
•メインフレーム資産活用相談サービス
•仮想化アセスメントサービス
•Oracle Database 構成相談サービス
•Oracle Database 高可用性クリニック

システム構築時の道案内
•Access / SQL Serverからの移行
•MySQL / PostgreSQLからの移行
•Oracle Database バージョンアップ支援
•Oracle Developer Webアップグレード
•システム連携アセスメントサービス

システム運用状況の診断
•パフォーマンス・クリニック・サービス
•システム・セキュリティ診断サービス
•データ管理最適化サービス

ITプロジェクト全般に渡る無償支援サービス
Oracle Direct Conciergeサービスメニュー
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http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28

Oracle Direct 検索

あなたにいちばん近いオラクル

Oracle Direct
まずはお問合せくださいまずはお問合せください

Web問い合わせフォーム フリーダイヤル

専用お問い合わせフォームにてご相談内容を承ります。

※フォームの入力には、Oracle Direct Seminar申込時と同じ
　　ログインが必要となります。
※こちらから詳細確認のお電話を差し上げる場合がありますので、ご登録さ　　れて
いる連絡先が最新のものになっているか、ご確認下さい。

0120－155－096　
※月曜~金曜　9:00~12:00、13:00~18:00

　　（祝日および年末年始除く）

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。

システム構成やライセンス/購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。
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以上の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。また、
情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことはできません。
以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメント（確約）するもので
はないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さい。オラクル製品に関して
記載されている機能の開発、リリースおよび時期については、弊社の裁量により決定され
ます。

Oracle、PeopleSoft、JD Edwards、及びSiebelは、米国オラクル・コーポレーション及びその子会社、関連会社の登録商標で
す。その他の名称はそれぞれの会社の商標の可能性があります。


